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◎地域の「気づき」「見守り」が大切

　地域の「気づき」や「見守り」が虐待の防止につながります。日頃から地域であいさつを交わしたり普段の

様子を知っておくことで、いつもと様子が違うことに早めに気が付くことができます。虐待に限らず、高

齢者に関してのご相談がありましたら、地域包括支援センターへ遠慮なく連絡してください。

　虐待を受けている高齢者の中には、認知症の症状

がみられる方もいます。介護する側に、認知症に関

する正しい知識がなく、気が付いたら虐待になって

いる場合も考えられます。対応方法や正しい知識を

得ることで虐待を未然に防ぐことも大切です。認知

症は、脳の知的機能が低下して日常生活に支障をき

たす状態のことをいいます。早期発見して治療すれ

ば症状が改善したり、治ることもあります。

◎こんなことが虐待にあたります

・身体的虐待　たたく、蹴る、つねる、やけどを負わせる、ベッドに縛りつける　等

・心理的虐待　怒鳴る、ののしる、悪口を言う、意図的に無視する　等

・性 的 虐 待　同意のない性的接触や嫌がらせをする、排泄の失敗等の罰として裸で放置する　等

・介護・世話の放棄・放任

　食事を与えない、入浴をさせない、オムツを交換しない、病院を受診させない、劣悪な住環境で生活させる　等

・経済的虐待　日常的な金銭を渡さない・使わせない、本人の財産（不動産・年金・預金等）を取り上げて

　　　　　　勝手に使う　等

介護保介護保険

お問合せ

地域包括支援センター

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１３・１３５

高齢者虐待（ぎゃくたい）

　　　　　　のない地域へ

　住み慣れた地域で高齢者が安心して暮らせる社会は、誰もが望んでいます。しかし、現実には家族など

による「高齢者虐待（ぎゃくたい）」が問題となってきています。それには、介護をしている人の心身の疲

労や孤立感など、様々な要因があります。介護者が一生懸命になるあまり、怒鳴ったり手をあげてしまう

ことも少なくありません。虐待の要因を見つけ、虐待されている人だけでなく、虐待をしている人に対し

ても支援することが必要です。

認知症に見られる主な症状

・新しいことが覚えられなくなる

・物事の段取りが立てられなくなる

・道具の使い方や着替えの仕方が分からなくなる

・よく知っている人や物の名前が出てこなくなる

・人や物を見ても誰（何）か分からなくなる

認知症に見られる主な症状

・新しいことが覚えられなくなる

・物事の段取りが立てられなくなる

・道具の使い方や着替えの仕方が分からなくなる

・よく知っている人や物の名前が出てこなくなる

・人や物を見ても誰（何）か分からなくなる

休日当番医
診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０
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湯 原 病 院
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南平台メディカルクリニック

宮 本 病 院
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１日

（日）

美浦中央病院

いなしきクリニック

美浦
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１５日

（日）

かたやま耳鼻咽喉科

角崎クリニック

阿見

稲敷

２５日

（日）

☎０２９‐８７５‐５６８６

☎０２９‐８９２‐２６２７

☎０２９‐８８７‐３３４９

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎０２９‐８８７‐０３１０

☎０２９‐８９２‐０２６２

☎０２９‐８８８‐０８８８

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８８５‐３５５１

☎０２９‐８９２‐３３７２

・２歳児歯科健診　４月１７日（火）

　対象：平成２８年２月～３月生

・４カ月児健診　４月２３日（月）

　対象：平成２９年１２月生

・１歳６カ月児健診　４月１６日（月）

　対象：平成２８年８月～９月生

４月の乳幼児健診

《受付》

　午後１時～１時４５分

高齢者虐待と認知症

高齢者虐待（ぎゃくたい）

　　　　　　のない地域へ


